
議 事 録 
会議名 釧路市障がい者自立支援協議会 第３回 雇用就労部会 

事務局 
釧路市障がい福祉課 

釧路市障がい者基幹相談支援センター 

開催日時 令和６年１０月１７日（木） １６:００～１７:３０ 

開催場所 釧路市役所 防災庁舎 ５階 会議室 A 

出 

席 

者 

部会員 

和泉部会長（れぽぜ）、佐々木副部会長（わんこ）、宮田協力員（すまいる）、坂上、種

村（すてっぷ）、佐藤、本間（ウェルフェア）、酒井、鉄川（あらんじぇ）、赤元、斎藤、堀

（鶴野支援）、吉田（ハロワ）、斎藤、松田（釧路養護）、佐々木、上野（しえんす）、古

野、竹川（あらんじぇⅡ）、市川、宮越、北山、工藤（ぷれん）、越前屋（中標津支援）、

香西（あしはら）、鈴木（A-up）、佐々木、伊藤（HAG）、猿子（社会援護課）、下山田

（サンフラワー）、森越（くらしごと） 

※順不同、敬称略 

その他 
 

 

傍聴者 
 

 

事務局 

出席３８名 

西村・若園 (釧路市 障がい福祉課) 

林・𠮷川（釧路市障がい者基幹相談支援センター）   (敬称略) 

会議次第 

 

１． 開会 

挨拶 釧路市障がい者自立支援協議会 雇用就労部会 

                      部会長 和泉 宣也 

 

２． 議題 

困難事例グループワーク 

 ・事例報告、質問受け 

 ・グループワーク、発表 

 

３．その他 

 

４．閉会 

 

 

 

 

 

 



議  事  内  容 
１． 開会（１６：０３） 

挨拶 和泉部会長より、グループワークの進行手順の説明（１６：０３～１６：１０） 

 

２． 議題 

困難事例グループワーク 

（１） 事例報告・・・佐々木副部会長より手元の資料の詳細説明。（１６：１０～１６：２０） 

         紹介した事例に対してどんな有効なアプローチが考えられるか。 

（２）事例内容に対して、各グループで質問事項の相談（１６：２０～１６：３５） 

（３）質疑応答（１６：３５～１７：１０） 

  １グループ：夫や両親など家族のサポートはあるか？また、関係性は良好か？ 

  （回答）夫はトラックドライバー、母親は看護師で多忙、サポートは薄い。 

  ２グループ：以前と出勤時間は変わったか？ 

  （回答）変わっていない。９月より事業所が A 型から B 型に変わり、一度も出勤していない。 

  ３グループ：就労支援で働くのは初めて？体調は変化しやすい？ 

  （回答）初めて。安定しているときは９カ月ほど出勤が継続できた。休みがちなことが多い。 

  ４グループ：訪問介護など他サービスの利用はある？ 

  （回答）相談より提案を受けるも拒否。他サービスの利用はない。 

  ５グループ：就労に対する意欲はあるか？ 

  （回答）仕事に対するというより、仕事の中で動物に関わることに意欲がある。 

  ６グループ：本人の強み、良いところを教えてほしい。 

  （回答）他人や動物に対して思いやりを持って接する。トリマーの意見を聞ける。 

（４）発表（１７：１０～１７：２５） 

  １グループ：ブログやＳＮＳを活用して、出勤したいという気持ちが引き出せるのでは。 

          他関係機関の支援や連携が必要と思われる。 

  ２グループ：生活環境の変化が必要、他サービスの活用、他の事業所の見学。 

  ３グループ：毎日の出勤が難しければ、週何回と本人と調整していく。 

  ４グループ：本人の働きたい気持ちを引き出すためのサポート。子供の支援を強化する 

          ことで、本人の時間を確保する。 

  ５グループ：自由な出勤にすることで出勤する習慣をつけてもらう。在宅ワークの活用。 

  ６グループ：事業所内で得意なことを活かしてもらい任せる。（責任感） 

 

３．その他   

  次回、第４回雇用就労部会 令和６年１２月１７日（火）予定。 

 

４．閉会（１７：３０） 

 


